
 BALL TEST DATA  
【セールス資料】 新素材！新コア！ 

BALL NAME:  NO RULES                                         平成 28 年 5 月 10 日 

COLOR:NEON GREEN /NEON ORANGE / BLACK 

WEIGHT BLOCK：CHAOTIC CORE 

COVER STOCK: MICRO DNA  SOLID REACTIVE          レイアウト例 

RG：2.51  ⊿RG:0.053  ID:0.018                          NO RULE       NO RULE PEARL 

FACRYFINISH:2000GritPAD   

TRACK FLARE POTENTIAL: High（7+）                  

BACK END:20（1－20）MAX LENGTH：16（1-20）                AP4                AP 4  

 O  LONG                                                BH 5                   BH 51/8 

  I  MEDIUM                                        

  L  SHORT                                 MB 4                MB 4 

               Light   Medium  Heavy                                  

          適正レーンコンディショングラフ                    CA53.2 度        CA53.2 度 

   【ミディアムヘビーレーン 編】                ﾌﾚｱｰ幅 最大 63/4・間隔 1/8       最大 6 3/4・ 

 

  60Unit OVER             40Unit Over 

                                               10Unit            DRY 

   

   

   

 

0F                       15F                            37F       40F 

  比較品ライン      NO RULES                    NO RULES PEARL 

  【レーン状況】 ベースコンディションはミディアムヘビークラスのレーンで 

ピン側は手拭きにてレーンクリーニングを行いました 

 【製品比較表】 

   曲がり度 1  2  3  4  5  曲がり方  ｱｰｸ 1  2 3  4  5 ｼｬｰﾌﾟ  

    スキッド １ 2  3  4  5  ｵｲﾙの強さ  1  2  3  4  5  

   ﾋﾟﾝｱｸｼｮﾝ 1  2  3  4  5    テスト品 ○  比較品  

＊上記の数字は、1 側が少ない(短い・弱い) 5 側が強い(大きい・長い)  
 【ボール総合評価】 

  ロトグリップに新たなラインが加わりました！その名も“ノールールズ”です。今回コアも一新して近代 

  レーン事情に合わせる為に開発されたケオティックコアは強烈な転がり維持をさせるべく RG バランスを 

調整する事で回転係数を極限まで維持させる事に成功！カバーストックに ROTO 最強カバー“MICRO 

  DNA“を搭載するマッチングはヘビーオイルも切り裂く程でした。更に回転係数を失わない曲りは強い 

  ピンアクションを生み出します、私のメインボールになる事は間違いないでしょうね！         

        【ここがポイント】 

        今回 SOLID と PEARL の 2 種類を同時発売する事でボウラータイプへの対応はし 

        易くなっています。基本両方共に共通しているのが回転係数の維持です。本 

        当にこれには驚かされました！投げ易さと安心感が倍増しており ROTOGRIP の底 

        力を感じさせる程でしたね。これは非常に楽しみなボールです。ワクワクしてます。 

          予定日：平成 28 年 7 月中旬以降ﾃｽﾄ協力ｾﾝﾀｰ：本八幡ﾊﾀﾎﾞｳﾙ 希望小売価格：￥52.000 円 

          テスター：石原 章夫プロ（HI-SPORTS 専属） ボール担当：松谷 俊二 


